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生体内で起きている大規模かつ興味深い細胞内分解現象の分子メカニズム、
生理的意義、関連疾患を解明することで、医学・医療への貢献を目指す

Morishita Lab

■研究概要
私たちは、生体内で起きている大規模かつ興味深い細胞内分解

現象の分子機構、意義、関連疾患の解明に取り組んでいます。

これまでに私たちは、100年以上メカニズムが不明なままだった
「水晶体のすべてのオルガネラが分解される現象」に注目し、
その原理として、オートファジーによらないオルガネラ分解機構
（PLAATホスホリパーゼを介する）を同定することに世界で初め
て成功しています（森下* [*共同責任著者] et al., Nature 2021）。

今後もさらに視野を広げつつ、生体内のさまざまな臓器で起きて
いる不思議な細胞内分解現象に注目し、それらの謎を一つ一つ
解明していきます。

国際的に活躍できる研究者の育成を目指します。本研究室で習得可能な研究技術は、最先端のイメージング技術（超解像・
超高速の共焦点顕微鏡AX R with NSPARC等があります）、オミックス（プロテオミクス、トランスクリプトーム解析など）、ゲノム
編集、遺伝子改変モデル動物（ゼブラフィッシュ、マウス）等を駆使した分子生物学、細胞生物学、生化学等の手法です。大学
院生には、テーマ毎に必要な各技術の導入・習得・開発に加え、研究の進め方、課題発見・解決能力、論理的思考力、プレゼ
ンテーション方法、統計解析方法、論文執筆方法等も指導します。博士号を取得済みの先生方には、ご希望に沿いつつ、PIと
して独立できるようサポートします。高い目標に向かって切磋琢磨し、目標を達成した時の感動を一緒に味わいましょう！
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